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弊
社
は
清
掃
業
務
を
主
と
し
て
、
学
校
・
商
業
ビ
ル
・

映
画
館
な
ど
の
建
物
内
外
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
お
客
様
の
信
頼
と
ご
期
待
に
お
応
え
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

弊
社
は
ビ
ル
を
利
用
さ
れ
る
全
て
の
人
々
が
、
気
持
ち

よ
く
生
活
で
き
る
、
そ
ん
な
清
潔
な
生
活
環
境
を
創
造
す

る
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
で
す
。

『
業
務
課
の
若
手
社
員
が
発
案
し
た
P
B
樹
脂
ワ
ッ
ク
ス
』

　

あ
る
日
業
務
課
が
月
一
回
行
っ
て
い
る
業
務
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

業
務
報
告
が
メ
イ
ン
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

る
中
、
あ
る
若
手
社
員
が
、「
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
ワ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て
、
特
異
な
ワ
ッ
ク
ス
を
数
種
類
、
現
場
用

途
毎
に
使
い
分
け
る
の
は
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
な
ぜ

汎
用
ワ
ッ
ク
ス
を
数
種
類
も
使
い
分
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
現
場
に
よ
り
仕
上
が
り
状
況
に
差
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。」
と
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
お
客
様
の
ご
指
定
が
無
け
れ
ば
、
弊
社
で
ワ
ッ

ク
ス
の
選
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
業
務

課
の
選
定
条
件
は
「
比
較
的
安
価
な
良
い
汎
用
ワ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
の
が
通
例
で
し
た
。

　

各
社
ワ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
様
か
ら
、
都
度
ご
提
案
を
い

た
だ
く
汎
用
ワ
ッ
ク
ス
を
、現
場
毎
に
使
い
分
け
て
い
て
は
、

仕
上
が
り
状
況
に
差
が
出
て
し
ま
う
の
も
必
然
で
し
た
。

　

こ
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
、
弊
社
の
「
全
て
の
人
々
が
、

気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
生
活
環
境
を
創
造
す
る
」
と
い

う
「
使
命
」
に
つ
い
て
全
社
員
で
再
確
認
を
し
、
弊
社
が

お
客
様
に
提
供
し
た
い
美
観
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
と
い
う
こ
と
の
議
論
を
何
度
も
行
い
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
後
某
ワ
ッ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
様
ご
協
力
の
も
と
、
何

度
も
倉
庫
内
で
試
作
品
を
検
証
し
、
弊
社
が
全
て
の
お
客

様
に
提
供
し
た
い
美
観
を
実
現
で
き
る
、
汎
用
樹
脂
ワ
ッ

ク
ス
『
C
S
C   

C
O
A
T
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

各
管
理
物
件
の
美
観
の
統
一
化
を
図
り
、「
い
つ
で
も

す
っ
き
り
と
し
た
透
明
感
の
あ
る
、
写
像
性
の
高
い
床
面
」

を
お
客
様
に
提
供
し
、
改
め
て
弊
社
の
「
使
命
」
を
再
確

認
で
き
た
の
は
、
そ
の
若
手
社
員
の
質
問
が
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

『
安
全
大
会
』

　

弊
社
で
は
全
従
業
員
、
協
力
業
者
様
、
関
係
各
社
様
を

お
招
き
し
、
年
一
回
の
安
全
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

＊
二
〇
二
〇
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
故
事
例
を
共
有
し
た
り
、「
安
心
」「
安
全
」

に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
た
り
、
弊
社
従
業
員
の
み
な
ら
ず
、

各
協
力
業
者
様
、
関
係
各
社
様
ま
で
、
弊
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
・

使
命
を
共
有
い
た
だ
き
、
弊
社
業
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
度
の
安
全
大
会
で
は
、
C
S
C   

C
O
A
T

を
実
際
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
協
力
業
者
社
員
様

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
C
S
C   

C
O
A
T
ワ
ッ
ク
ス
メ
ー

カ
ー
様
に
、『
C
S
C   

C
O
A
T
を
使
用
し
た
剥
離
を
必

要
と
し
な
い
床
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
』
と
い
う
講
習
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、日
々
現
場
で
実
践
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
秋
の
開
催
を
目
指
し
、
今
後
は
作
業
中
、

ど
の
よ
う
な
感
染
症
予
防
対
策
を
し
、
お
客
様
に
「
安
心
」

「
安
全
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
か
と
い
う
議
題
で
、
準

備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
ま
す
ま
す
、
多
数
の
人
々
が
利
用
さ
れ
る
ビ
ル

に
お
い
て
、
環
境
衛
生
管
理
の
重
要
性
は
高
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ビ
ル
利
用
者
に
「
便
利
」「
快
適
」「
健
康
」

を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
慢
心
す
る
こ
と
な

く
知
識
、
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
ビ
ル
管
理
を
追
求
し
、
ま
た
弊
社
の
「
使
命
」
を

果
た
す
べ
く
、
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
と
し
て
歩

み
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

有
限
会
社
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
か
ら
一
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
は
「
早
か
っ
た
」
に
は
程
遠
く
、
長
く

感
じ
た
一
年
で
し
た
。
原
稿
を
書
い
て
い
る
い
ま
、

二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
期
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
国
内
の
一
日
の
感
染
者
数
は
少
し
ず
つ
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
終
息
ま
で
に
は
ま
だ
少
し
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

世
間
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
倒
産
や
失
業

者
の
増
加
、
孤
立
化
な
ど
の
深
刻
な
社
会
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出

制
限
や
自
粛
が
世
界
中
で
起
き
る
中
、
人
間
の
活
動

が
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
気
汚
染
や
水
質
が
改
善

し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

果
た
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
は
戻
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
リ
ス
ク
と
向
き
合
っ

て
仕
事
・
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
災
害
・

感
染
症
な
ど
、
大
き
な
脅
威
（
リ
ス
ク
）
に
直
面
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
す
べ
て
想
定
内

に
入
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
な

の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
仕
事
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
難
し

く
、
感
染
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
き
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
仕
事
が
あ
る
だ
け
で
も
幸
せ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
感
染
リ
ス
ク
と
向
き
合
い
な
が
ら
働
き
続

け
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の

誇
り
を
持
ち
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
社
会
的
価

値
を
上
げ
て
く
れ
る
「
現
場
で
は
た
ら
く
人
」
に
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
新
し
い
生
活
・
新

し
い
事
業
ス
タ
イ
ル
を
描
い
て
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
一
年
、
会
社
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
友
人

や
知
り
合
い
の
こ
と
、
十
年
後
の
自
分
の
こ
と
等
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
は
、
妄
想
を
か
き
た
て
て
頭
の
中
を
整
理
す
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
何
を
す
る
の

か
、
い
ま
は
そ
の
た
め
の
準
備
を
す
る
期
間
。
こ
の

機
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
目
標
設
定
も
明
確
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
と
し
て
事
業
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
く
た
め
に
、
せ
め
て
自

粛
要
請
期
間
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
を
経
験
し
て

福
田
久
美
子

理　

事
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経
営
委
員
会
は
「
企
業
力
の
向
上
」
に
寄
与
す
る

た
め
に
、
二
〇
二
〇
年
度
の
事
業
計
画
を
検
討
し
、

以
下
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
．
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
事
業

①
B
C
P
相
談
窓
口

　

B
C
P
相
談
窓
口
は
B
C
P
策
定
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
会
員
各
社
を
主
な
対
象
と
し
て
、

B
C
P
策
定
に
関
す
る
疑
問
や
質
問
を
受
け
付
け
、

解
決
に
導
く
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

②
マ
ナ
ー
研
修

　

B
C
P
策
定
と
と
も
に
、
会
員
企
業
の
顧
客
満
足

（
C
S
）
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
マ
ナ
ー
ス
キ
ル

指
導
者
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

③
S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
推
進

　

S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
る
た
め
に
勉
強
会
を
実
施
し
、
協
会

と
し
て
ど
の
よ
う
な
目
標
を
立
て
て
活
動
で
き
る
か

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
会
と
し
て
の
S
D
G
ｓ
の
中
で
、
経
営
委
員
会

が
取
り
組
む
べ
き
項
目
に
つ
い
て
の
検
討
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
次
年
度
に
そ
の
項
目
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

２
．
災
害
協
定
に
関
す
る
事
業

　

大
阪
府
と
締
結
し
た
災
害
協
定
を
、
よ
り
有
効
な

も
の
と
し
て
い
く
方
法
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　

有
事
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
、
会
員
企
業
様
に
発

信
す
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
、
各
企
業
様
に
協
力

依
頼
を
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
は
有
事
の
際
の
エ
リ
ア
担
当
や
災
害
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
な
ど
、
よ
り
精
緻
な
体
制
作
り
が

で
き
る
よ
う
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
結
び
、
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

３
．
経
営
環
境
改
善
に
関
す
る
事
業

　

業
界
の
実
態
を
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
や
オ
ー

ナ
ー
サ
イ
ド
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

広
報
宣
伝
活
動
を
中
心
に
講
演
会
の
開
催
な
ど
を
実

施
し
、
経
営
環
境
改
善
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

講
演
会
に
つ
い
て
は
テ
ー
マ
、
日
程
、
会
場
、
講

師
の
手
は
ず
も
整
え
、
開
催
案
内
を
送
付
す
る
段
取

り
ま
で
整
え
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
延
期
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

４
．
関
連
団
体
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
業

　

大
阪
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
協
会
な
ど
関
連
団
体
と
の
交

流
を
継
続
し
、
更
な
る
関
係
深
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
O
B
M
主
催
の
講
演
会
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
大
阪
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
協
会
主
催
の
経
営
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
相

互
に
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
度
は
以
上
の
事
業
計
画
で
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
一
部
事
業
は

前
述
の
と
お
り
活
動
が
実
施
で
き
ず
来
期
以
降
に
持

ち
越
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
、
経
営
委
員
会

の
活
動
は
停
止
状
態
に
あ
り
、
再
開
は
二
〇
二
一
年

四
月
か
ら
に
な
り
そ
う
な
現
況
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く

状
況
が
改
善
し
、
委
員
会
の
活
動
が
通
常
通
り
に
実

施
で
き
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
経
営
委
員
会
委
員
長　

脇
阪　

康
弘
）　

書籍のご紹介

2020年 4 月、コロナウイルス感染拡

大のなか、大阪市立十三市民病院が

「コロナ専門病院」となる事が発表さ

れました。感染の危険性と隣り合わ

せのなか、医療従事者の皆さんが、

実践から得られた感染防止対策が判

り易く記載されています。医療機関

の入門書として発行されていますが、

会員企業の皆様にも参考になりまし

たら幸いです。

株
式
会
社
　
照
林
社
　

　
　
定
価
一
、000

円
＋
税
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『
経
営
委
員
会
の
活
動
』



■
環
境
衛
生
委
員
会
　
十
二
月
七
日
（
月
）
出
席
者
８
名 

協
会
８
階
研
修
室

議
案
①　
施
設
見
学
会
を
振
り
返
っ
て

議
案
②　
大
阪
府
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

議
案
③　
講
演
会
に
つ
い
て

■
広
報
委
員
会
　
二
月
十
八
日
（
木
）
出
席
者
６
名 

Z
o
o
m
会
議

議
案
①　
「
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
２
０
２
１
年
２
月
号
」
の
編
集
に
つ
い
て

議
案
②　
広
報
委
員
会
の
来
期
事
業
計
画
・
予
算
案
、
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て

委 

員 

会  

・  

部  　

会

訓
練
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

第
七
回

二
〇
二
〇
年
度

２
月
５
日（
金
）　

２
月
５
日（
金
）　

①
入
会
に
つ
い
て

 

・
賛
助
会
員
／
日
光
物
産
株
式
会
社

②
委
員
会
・
部
会
委
員
変
更
に
つ
い
て

 

・
設
備
保
全
部
会
（
委
員
の
追
加
）

①
全
協
報
告

 

・
事
業
企
画
調
整
会
議
よ
り

　
2
0
2
0
年
度「
各
都
道
府
県
協
会
と
連
携
し

　
た
全
国
協
会
事
業
の
促
進
」助
成
実
施
要
領
案

②
近
畿
地
区
本
部

 

・
2
0
2
0
年
度
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定

　
12
月
14
〜
24
日
・
2
0
2
1
年
1
月
12
〜
27
日

　

(

21
日
間
）
5
2
5
名
受
検

　
③
大
阪
協
会

　
・「
万
博
の
桜　
募
金
」（
1
月
31
日
締
切
）

　
　
役
員
理
事
会
社
21
社
、
賛
助
会
員
13
社

　
　
正
会
員
２
社
、
個
人
４
名　
　
計
40
件

　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
・
今
後
の
予
定

１
．
審
議
事
項

２
．
報
告
事
項

３
．
2
0
2
0
年
度
事
業
報
告
、

　
　
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

４
．
そ
の
他

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

理
事
会

●空気環境測定実施者（新規）
　2021 年４月 12 日月～４月 16 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　2021 年２月 25 日木～３月３日水

●空気環境測定実施者（再）
　2021 年４月 26 日月～４月 27 日火
　於　阪急千里中央ビル
　受付　2021 年３月９日火～３月 15 日月

●貯水槽清掃作業監督者（再）
　2021 年５月 12 日水～５月 13 日木
　於　阪急千里中央ビル
　受付　2021 年３月 18 日木～３月 24 日水

●貯水槽清掃作業監督者（新規）
　2021 年５月 17 日月～５月 20 日木
　於　阪急千里中央ビル
　受付　2021 年３月 23 日火～３月 29 日月

●防除作業監督者（新規）
　2021 年５月 24 日月～５月 28 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　2021 年３月 30 日火～４月５日月

●建築物環境衛生管理技術者
　2021 年６月８日火～６月 25 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　2021 年３月 31 日水～４月６日火

（公財）日本建築衛生管理教育センター
　　講習会予定

《教育センターだより》

事務局からのお知らせ

※ 申込期間中、早めにお申し込み下さい。
　 詳細・用紙のダウンロード・お申し込みは
　 公益財団法人日本建築衛生管理教育センターへ。

ホームページ http://www.jahmec.or.jp/
ＴＥＬ 06-6836-6605

大
阪
府
緊
急
事
態
宣
言
中
に
つ
き

開
催
中
止
の
為
、
書
類
送
付

会員だより

●住所変更
〔正会員〕

 （2021 年２月１日付）

ＯＳ共栄ビル管理株式会社
〒530-0018
大阪市北区小松原町３-３
ＯＳビル７階
ＴＥＬ 06-6361-3608
ＦＡＸ 06-6361-3603

●会員登録名変更
〔正会員〕

 （2021 年３月１日付）

（新）イオンディライトコネクト株式会社
（旧）株式会社ドゥサービス

・

●題材…自由。
　協会への提言、季節雑感、詩、
短歌、俳句、川柳等々、何
でも結構です。
●字数…15 字 ×16 ～ 19 行の
間に、本文、会社名、筆者
名を全て記入して下さい。

『おたより紹介』のコーナーへ
の投稿を募集しています

おたより紹介
コーナー
おたより紹介
コーナー

月
刊
誌
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
が
出
来
上
が
る
ま
で

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

　

理
事
会
な
ど
各
委
員
会
・
部
会
の
報
告
、
最
新
の

協
会
活
動
や
研
修
会
、
講
習
会
な
ど
の
お
知
ら
せ
の

他
、
理
事
コ
ラ
ム
、
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
、
O
B
M
行
事

予
定
、
労
災
事
故
事
例
な
ど
各
掲
載
記
事
に
沿
っ
て

執
筆
を
依
頼
し
ま
す
。

　

執
筆
文
の
文
字
校
正
、
内
容
校
正
を
行
い
ま
す
。

文
字
や
言
葉
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
段
落
替
え
後

に
ち
ゃ
ん
と
一
字
あ
け
を
し
て
い
る
か
、
句
読
点
や

カ
ッ
コ
な
ど
は
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
確

認
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
日
付
や
名
前
が

間
違
っ
て
い
な
い

か
、
文
章
の
前
後
で

内
容
が
矛
盾
し
て
い

な
い
か
な
ど
、
内
容

に
不
確
か
な
点
が
な

い
か
確
認
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
文
字
校

正
、
内
容
校
正
に
つ

い
て
は
複
数
の
委
員

で
行
い
ま
す
。
各
委

員
の
修
正
点
の
う

ち
、
同
じ
箇
所
で
直
し
方
が
異
な
る
場
合
は
、
協
議

し
て
ど
の
直
し
方
に
す
る
か
を
決
定
し
ま
す
。

　　

修
正
し
た
も
の
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
す
。
修
正

箇
所
が
直
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
、
新

た
に
間
違
っ
た
箇
所
を
見
つ
け
た
場
合
は
再
度
修
正

し
ま
す
。
何
度
か
の
校
正
を
終
え
た
後
、「
校
了
」

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
広
報
委
員
会
は
北
川
副
会
長
は
じ
め
９
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
文
章
の
校
正
は
、
見
る
目
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
正
確
に
な
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
章
に
誤
字
脱
字
が
無
い
か
、

文
中
の
語
法
や
語
順
に
誤
り
が
無
い
か
、
文
章
に
不

適
切
な
表
現
が
無
い
か
な
ど
、
広
報
委
員
会
で
共
に

学
ぶ
こ
と
で
文
章
力
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、「
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
」
お
よ
び
「
O
B
M
こ
み
ゅ
に
け
〜
し
ょ
ん
ず
」
を
発
行
し
、

協
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
と
、
協
会
の
活
動
お
よ
び
経
営
の
参
考
と
な
る
情
報
を
迅
速

に
皆
様
へ
伝
え
る
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
広
報
委
員
会
の
活
動
内
容
の
一
つ
で
あ
る
、
月
刊
誌
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
の
編
集
に
つ
い
て
お
伝
え

い
た
し
ま
す
。

執
筆
の
依
頼

校
　
　
　
　
了

最
後
に
…
…
…

執
筆
文
の
校
正

●
2
0
2
1
年
度　
１
級
・
２
級
ビ
ル
設
備
管
理
技
能
士　
通
信
訓
練
ご
案
内

・
受 

付 

期 

間
：
〜
３
月
５
日
（
金
）

・
訓 

練 

期 

間
：
2
0
2
1
年
４
月
１
日
〜
2
0
2
2
年
３
月
31
日

・
通 

信 

添 

削
：
４
月
〜
10
月
（
６
回
）

・
集 

合 

訓 

練
：
11
月
〜
2
0
2
2
年
２
月
（
実
技
訓
練
３
回
／
学
科
訓
練
３
回
）

・
修
了
時
試
験
：
2
0
2
2
年
２
月
下
旬

※

詳
細
及
び
受
講
案
内
を
ご
希
望
の
方
は
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

    （ https://w
w
w
.bm
tc.or.jp/ 

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い
し
ま
す
。
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25
26
27
28
1
2
3
4
5
6
7
8
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10

1 1
12
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15
16

17

　
18

19
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2 1
22
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2
月

3
月
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新
し
い
生
活
様
式
が
定
着
し
て
き
て
い
る
今

日
、
職
場
や
公
共
交
通
機
関
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

食
事
な
ど
外
出
時
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
昨
年
２
月
頃
か
ら
深
刻
な
マ

ス
ク
不
足
が
叫
ば
れ
始
め
、
シ
ョ
ッ
プ
の
陳
列

台
か
ら
マ
ス
ク
が
消
え
て
い
っ
た
。
価
格
は
高

騰
し
、
マ
ス
ク
を
求
め
て
朝
か
ら
長
蛇
の
列
を

作
っ
た
。一
年
た
っ
た
今
、ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
ワ
ゴ
ン
・
陳
列
棚
に
は
溢
れ
る
程

の
マ
ス
ク
が
並
ん
で
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感

覚
を
楽
し
め
る
〝
お
し
ゃ
れ
な
マ
ス
ク
〞
を
着

用
す
る
人
や
二
重
マ
ス
ク
を
す
る
人
も
数
多
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、
感
染
防
止
の
た
め

の
マ
ス
ク
着
用
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
飛
沫

飛
散
防
止
パ
ネ
ル
が
事
務
デ
ス
ク
、
会
議
テ
ー

ブ
ル
に
次
々
と
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
為
か
、
社

員
・
お
客
様
と
の
対
面
会
話
で
「
相
手
の
声
が

聞
き
づ
ら
い
」「
相
手
の
表
情
が
読
み
づ
ら
い
」

「
自
分
の
思
い
が
伝
わ
り
に
く
い
」
な
ど
感
じ

る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
い
か
に
目
元
・
口
元
か

ら
の
情
報
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。　

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
改
善
す
る
た

め
の
方
法
を
調
べ
て
み
た
。

①
声
は
普
段
よ
り
多
少
大
き
め
に
話
す

②
言
葉
は
丁
寧
に
滑
舌
よ
く
、
は
っ
き
り
と
喋

　

る
③
頷
き
や
相
槌
の
動
作
で
「
伝
わ
っ
て
い
る
」

　

こ
と
を
示
す

な
ど
を
心
掛
け
る
こ
と
が
良
い
そ
う
だ
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
続
い
て
お
り
、
当
社
で
は

全
社
的
な
会
議
に
つ
い
て
は
す
べ
て
を
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
お
客
様
と
の

定
例
会
議
に
お
い
て
も
、
接
触
回
数
を
減
ら
す

た
め
に
「
次
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
！
」
と

要
望
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
い
る
。
口
角

を
上
げ
、
い
つ
も
よ
り
声
量
を
高
め
、
滑
舌
よ

く
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
話
し
方
を
し
な
け
れ
ば

相
手
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
識

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
っ

て
い
き
た
い
。

　

今
は
只
こ
れ
か
ら
始
ま
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

順
調
に
進
み
、
暑
い
夏
場
の
マ
ス
ク
着
用
が
極

力
回
避
で
き
る
よ
う
望
む
の
み
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｙ
）　

マ
ス
ク

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　

令和 3年 4月・5月に開催予定のＫＫＣ主催の講習会は下記のとおりです。
詳細は、随時会員企業様に郵送している開講案内、または、ＫＫＣホームページ
（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

令和 3年 4月・5月に開催予定のＫＫＣ主催の講習会は下記のとおりです。
詳細は、随時会員企業様に郵送している開講案内、または、ＫＫＣホームページ
（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

●ビルクリーニング初級研修

　ビルクリーニングの日常清掃で使用する資機材（タオル・モップ・乾式モップ・真空掃除機等）の扱い

方を実技訓練で身につけ、洗剤・建材・マナー・作業方法等の知識を座学で学ぶ基礎研修です。実技と座

学の両方参加、又は実技のみ座学のみの参加も可能ですので、学びたい項目に合わせてご参加ください。

＜日 時＞（実技研修）4月 5日（月）　（座学研修）4月 16 日（金）　両日共 13 時～ 17 時

＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場

＜対 象＞ ビルクリーニング新規採用者、初任者、営業担当者、本社総務担当者など、

　　　　  清掃業務の基礎を学びたい方

●ポリッシャー基本実技講座

　ポリッシャーを正しく安全に使えるようにすることを目的に開催。ポリッシャーに関する知識・基本操

作を学んだ後、少人数で実技の反復訓練を行います。

＜日 時＞ 5 月 21 日（金）13 時～ 17 時

＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場

＜対 象＞ ポリッシャーの基本的な操作方法を正しく習得したい方など

●派遣元責任者講習

　労働者派遣事業を行うための許可要件の一つとして、事業主は「派遣元責任者講習」を受講（許可の申

請の受理の日前 3年以内の受講に限る）した派遣元責任者を選任しなければなりません。

　本講習は、「労働者派遣事業関係業務取扱要領」で定められた時間と内容で実施し、講習当日最後の時

間に労働者派遣事業の許可申請・更新の手続及び派遣元責任者の就任のために必要な書類の「受講証明書」

を交付します。

＜日 時＞ ①  4 月 13 日（火）9時 30 分～ 17 時 15 分

　　　　  ②  5 月 25 日（火）9時 30 分～ 17 時 15 分

　　　　  ③  6 月 16 日（水）9時 30 分～ 17 時 15 分

＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場

＜対 象＞ 企業内派遣元責任者

●外国人技能実習制度における養成講習

　外国人技能実習制度における養成講習です。

（１） 技能実習責任者講習

① 4 月 22 日（木）10 時～ 17 時 50 分（和歌山市民会館）

② 5 月 19 日（水）10 時～ 17 時 50 分（兵庫県中央労働センター）

（２） 技能実習指導員講習

① 4 月 21 日（水）10 時～ 17 時 20 分（和歌山市民会館）

② 5 月 18 日（火）10 時～ 17 時 20 分（兵庫県中央労働センター）

（３） 生活指導員講習

① 4 月 20 日（火）10 時 30 分～ 16 時 50 分（和歌山市民会館）

② 5 月 17 日（月）10 時 30 分～ 16 時 50 分（兵庫県中央労働センター）

※上記日程以外にも、6月滋賀会場・京都会場、7月大阪会場、8月奈良会場の申込受付を開始しています。

　お申し込みはホームページからお願いします。

.................................................................................................................
へんしゅうざっかん

編集雑感

電　話：０６－４２５６－５５２０　ＦＡＸ：０６－４２５６－５５２１
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：http://www.bmkkc.or.jp/

～講習会のご案内はホームページで随時お知らせいたします～

KKC 貯水槽従事者研修

KKC派遣元責任者講習

KKC派遣元責任者講習

ビルクリーニング技能検定随時３級

KKC清掃作業従事者研修

地区本部事務局長会議

KKC清掃作業従事者研修

KKC清掃作業従事者研修

建築物清掃管理評価（インスペクター）資格者講習会②

建築物清掃管理評価（インスペクター）資格者講習会①
（大阪科学技術センター、～ 11日）　

（大阪科学技術センター、～ 19日）　

公益・契約委員会（中止）

ビルクリーニング部会（別会場）

賛助会世話人会／ミニ展示会・講習会（中止）

三役会議　大阪・関西万博推進委員会

警備防災部会／講演会

設備保全部会

総務友好委員会　賛助会世話人会

環境衛生委員会／講演会（講演会のみ中止）
外部精度管理結果報告会（オンライン）

広報委員会　公益・契約委員会

春分の日

三役会議

4・5月4・5月4・5月
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